【様式A】



令和３年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会科・総合的な学習の時間（第４学年）


テーマ〖SDGｓをヒントに、身近な環境問題について調べ、まとめよう〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　守口市立寺方南小学校　








≪学習のねらい≫


　・SDGｓについて知り、身近な環境問題に関心をもって調べ、まとめる活動を通じて、自分ができることを考え、環境を大切にする気持ちを育てる。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　５月　～　７月


�
学習活動の主な内容�
指導のポイント�
�
１


総合�
やってみよう


・SDGｓについて知り、その中の５つの環境分野の問題点、解決のための目標についてグループで調べ、まとめる。�
■世界の問題クイズを作成し、わかりやすくＳＤＧｓについて伝える。ＳＤＧｓの環境分野について、タブレット端末を使いながら理解しやすくまとめられるようにする。�
�
２


社会�
知ろう


・「健康なくらしをささえる」を学習する。


�
■タブレット端末を使って、バーチャル見学を行い、どのような施設でどのような工夫をしているのかまとめられるようにする。�
�
３


総合�
調べよう


・身近な環境問題について調べる。


　　地球温暖化／ごみ問題／水問題／


電気などのエネルギー問題／生き物について�
■自分たちの生活に置き換えて考えられるよう、身近な環境問題クイズを作成して導入で活用する。テーマ例を提示して、そこから選んで調べられるようにする。�
�
４


国語


総合�
まとめよう、伝えよう


・新聞の書き方について学習する。


・調べたことを新聞にまとめる。（１人１枚）


・発表練習をする。


・タブレット端末で発表を録画し、動画視聴により友達の発表を聞く。�
■調べたことの中から、特に大切だと思うことを３つ選んで新聞にまとめるようにする。�
�



≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　・NHK for school 映像教材


　・ＳＤＧｓに関するＨＰ


　・クリーンセンター、浄水場　各施設のＨＰ





≪成果≫


　・初めはとてもむずかしくて、理解に困る児童が多かったが、調べていくうちに地球環境に問題があることを知り、今のままではいけないという気持ちを持つようになった。


　・身近な環境について、多くの問題があることを知り、興味を持って調べていた。


　・今の生活があたりまえのことではないことに気づき、物やエネルギーをもっと大切にしようという考えをもつ児童がたくさんいた。


　・自主学習で、ＳＤＧｓや環境問題について、自ら進んで調べる児童が増えた。









